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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 2,877 △7.8 145 △18.6 166 6.3 140 12.2

2026年３月期第１四半期 3,121 △2.7 178 20.6 156 △29.4 124 △55.5

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 249百万円（64.6％） 2026年３月期第１四半期 151百万円（△48.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 9.89 9.84

2026年３月期第１四半期 8.82 8.78

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 10,101 3,383 33.4

2026年３月期 9,972 3,246 32.4

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 3,370百万円 2026年３月期 3,233百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） － － － －

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,000 0.9 130 － 100 － 90 － 6.35

1．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2027年３月期の配当につきましては、現時点では未定としております。

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

（％表示は、通期は対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 14,950,074株 2026年３月期 14,950,074株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 773,187株 2026年３月期 773,187株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 14,176,887株 2026年３月期１Ｑ 14,176,888株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料P．３「１.経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第１四半期連結累計期間（2026年４月１日～2026年６月30日）における我が国経済は、雇用・所得環境の緩や

かな改善が見られたものの、継続的な物価上昇に加え、国際紛争の長期化等による海外情勢の不安定化により、先

行き不透明な状況が続きました。

当アパレル業界においては、消費者の節約志向が継続する一方で、為替相場の変動による製品コストの上昇、人

件費・物流費の増加など、依然として厳しい経営環境が続いております。

このような環境のもと、当社グループは、2026年度を初年度とする中期３ヵ年経営計画において、「製販一体型

ビジネスモデルの構築」および「抜本的な構造改革による経営体質の転換」を二つの基本方針として掲げ、『オン

リー１シャツメーカー』への挑戦を進めております。当第１四半期におきましても、両基本方針に基づく各施策の

実行に取り組みました。

① 「製販一体型ビジネスモデルの構築」

製販一体型ビジネスモデルの構築に向けては、オリジナルブランド事業の拡大、ネット販売・ＯＤＭ／ＯＥＭ

の販路の拡大、直営・直販事業の拡大の３つを重点施策としております。

オリジナルブランド事業の拡大につきましては、メンズ「ＣＨＯＹＡ」ブランドにおけるビジネス関連アイテ

ムの提案強化、レディース「ＣＨＯＹＡ　Ｈ・Ｍ・Ｇ」ブランドにおける販促強化および新規取引に向けた商談

開始、「ＳＷＡＮ」ブランドにおける透け防止や汗ジミ抑制機能を備えた高機能素材「ミステリードライ」の採

用など、高付加価値商品の展開拡充を図りました。また、新たに「ＲＩＺＡＰ」および「ｃｈｏｃｏＺＡＰ」ブ

ランドの商品展開を開始するとともに、「ＲＩＺＡＰ」ブランド向けに血行促進効果が期待される「イフミッ

ク」加工を施した機能性シャツを導入するなど、ブランド価値の向上を図りました。

ネット販売・ＯＤＭ／ＯＥＭの販路の拡大につきましては、ＥＣサイトにおいて、「ＳＨＩＲＴ　ＨＯＵＳ

Ｅ」ブランドとの連携を強化し、オフィスカジュアルアイテムの掲載を拡充いたしました。また、量販店向け直

接貿易取引の順調な拡大や、主要な紳士服専門店向けＯＤＭ取引における2027年春物受注の増加など、収益性の

向上に寄与する取引が着実に進展いたしました。

直営・直販事業の拡大につきましては、量販店内のコンセショップである「ＳＨＩＲＴ　ＨＯＵＳＥ」の店舗

数は126店舗となりました。夏物販売不振により売上高は想定を下回ったものの、人件費削減による効果創出お

よび新規出店に向けた準備を進めました。百貨店内の当社直営店である「ＳＴＹＬＥ　ＷＯＲＫＳ」および山喜

幹事ショップの店舗数は10店舗となりました。売場全体の売上高が前年を下回る中で、山喜幹事ショップは相対

的に高い実績を確保しており、ショップ化による効果が着実に表れております。

② 「抜本的な構造改革による経営体質の転換」

抜本的な構造改革による経営体質の転換に向けては、企画・営業・生産の各体質の見直し、在庫・生産の効率

化の２つを重点施策としております。

企画・営業・生産の各体質の見直しにつきましては、レディース企画部門への経験者採用等により、積極的な

人員確保を進めました。加えて、市場ニーズに即した素材に強みを有する新規仕入先との取り組みを強化し、オ

フィスカジュアルや機能性商品などの高付加価値商品の開発を推進いたしました。また、生産工場では、各工場

の特性に応じたアイテム集約や工場間の情報共有体制の構築を進めました。

在庫・生産の効率化につきましては、過年度在庫の販売促進を継続するとともに、展開サイズの適正化および

定番・継続商品の拡大に取り組みました。また、ＣＡＭ裁断機や玉縁縫い自動機等の導入による生産効率の向上

を図りました。

今後も両施策の一体的な推進により、持続的な成長基盤の確立に努めてまいります。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、連結売上高28億77百万円（前年同期は31億21百万円）、営業

利益１億45百万円（前年同期は１億78百万円）、経常利益１億66百万円（前年同期は１億56百万円）、親会社株

主に帰属する四半期純利益１億40百万円（前年同期は１億24百万円）となりました。

事業セグメントごとの業績は次のとおりであります。各セグメントの業績数値につきましては、セグメント間

の内部取引高を含めて表示しております。

① 国内販売

国内販売セグメントは上述の要因により、売上高25億23百万円（前年同期は27億75百万円）、セグメント

利益１億39百万円（前年同期は１億98百万円）となりました。

② 製造

製造セグメントにおいては、国内生産拠点の集約化による関連費用の負担減少により、売上高は５億50百

- 2 -

山喜㈱（3598）2027年３月期　第１四半期決算短信



万円（前年同期は５億85百万円）、セグメント利益22百万円（前年同期は６百万円の損失）となりました。

③ 海外販売

海外販売セグメントにおいては、上海山喜における中国国内向け販売が好調に推移したことにより、売上

高は１億10百万円（前年同期は68百万円）となりました。一方、タイ山喜における営業利益の減少により、

セグメント損失16百万円（前年同期は16百万円の損失）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産)

当第１四半期連結会計期間末の総資産は101億１百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億29百万円増加い

たしました。この主な要因は、流動資産のその他に含まれる未収入金の増加等によるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は67億17百万円となり、前連結会計年度末に比べ８百万円減少いたしまし

た。この主な要因は、長期借入金の減少等によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は33億83百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億37百万円増加いた

しました。この主な要因は、利益剰余金の増加等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、今後の為替相場の状況や季節変動の状況により不透明な為、現時点におきまし

ては、2026年５月15日の「2026年３月期決算短信」で公表いたしました通期の連結業績予想の修正は行っており

ません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,663,712 1,658,406

受取手形、売掛金及び契約資産 1,691,966 1,623,180

製品 2,708,514 2,708,567

仕掛品 74,854 78,767

原材料 205,137 206,528

その他 478,409 661,238

貸倒引当金 △142 △177

流動資産合計 6,822,453 6,936,511

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 569,172 593,595

機械装置及び運搬具（純額） 39,252 37,668

土地 1,702,207 1,694,621

その他（純額） 62,808 49,678

有形固定資産合計 2,373,440 2,375,564

無形固定資産 476,812 471,438

投資その他の資産

投資有価証券 143,248 158,789

繰延税金資産 20,072 18,565

退職給付に係る資産 104,105 109,800

その他 32,228 30,898

貸倒引当金 △50 △50

投資その他の資産合計 299,604 318,004

固定資産合計 3,149,858 3,165,006

資産合計 9,972,311 10,101,518

負債の部

流動負債

買掛金 432,430 179,247

電子記録債務 962,329 1,315,222

短期借入金 3,282,615 3,273,431

１年内返済予定の長期借入金 276,820 245,460

未払法人税等 19,053 30,329

契約負債 260,990 272,780

賞与引当金 83,909 53,091

その他 442,949 452,264

流動負債合計 5,761,098 5,821,827

固定負債

長期借入金 792,407 731,042

再評価に係る繰延税金負債 73,277 73,277

その他 99,198 91,834

固定負債合計 964,882 896,153

負債合計 6,725,980 6,717,980

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,355,227 3,355,227

資本剰余金 1,467,501 1,467,501

利益剰余金 △1,451,837 △1,311,667

自己株式 △156,328 △156,328

株主資本合計 3,214,563 3,354,732

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 71,188 81,839

繰延ヘッジ損益 9,453 11,948

土地再評価差額金 △10,328 △10,328

為替換算調整勘定 △83,189 △98,434

退職給付に係る調整累計額 31,806 30,943

その他の包括利益累計額合計 18,930 15,968

新株予約権 12,836 12,836

純資産合計 3,246,330 3,383,537

負債純資産合計 9,972,311 10,101,518
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 3,121,985 2,877,078

売上原価 2,157,241 1,988,628

売上総利益 964,743 888,449

販売費及び一般管理費 785,815 742,844

営業利益 178,928 145,605

営業外収益

受取利息 4,269 3,811

仕入割引 5,657 6,053

為替差益 － 19,995

その他 19,057 7,883

営業外収益合計 28,985 37,743

営業外費用

支払利息 21,521 13,855

支払手数料 500 500

支払割引料 1,555 2,805

為替差損 24,923 －

その他 3,130 79

営業外費用合計 51,630 17,240

経常利益 156,282 166,107

特別利益

固定資産売却益 － 158

特別利益合計 － 158

特別損失

固定資産除売却損 1,760 －

特別損失合計 1,760 －

税金等調整前四半期純利益 154,522 166,266

法人税、住民税及び事業税 32,520 30,224

法人税等調整額 △2,977 △4,129

法人税等合計 29,543 26,095

四半期純利益 124,978 140,171

親会社株主に帰属する四半期純利益 124,978 140,171

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益 124,978 140,171

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,831 10,650

繰延ヘッジ損益 5,221 2,495

為替換算調整勘定 14,791 96,769

退職給付に係る調整額 △397 △863

その他の包括利益合計 26,446 109,051

四半期包括利益 151,425 249,223

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 151,425 249,223

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

調整額

(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２国内販売 製造 海外販売

売上高

一時点で移転される財 2,765,062 312,105 40,290 3,117,457 － 3,117,457

一定の期間にわたり移

転される財
－ － － － － －

顧客との契約から生じ

る収益
2,765,062 312,105 40,290 3,117,457 － 3,117,457

その他の収益 4,523 4 － 4,527 － 4,527

外部顧客への売上高 2,769,585 312,109 40,290 3,121,985 － 3,121,985

セグメント間の内部売

上高又は振替高
5,760 273,357 28,490 307,608 △307,608 －

計 2,775,345 585,467 68,781 3,429,593 △307,608 3,121,985

セグメント利益又は損

失（△）
198,211 △6,849 △16,784 174,577 4,351 178,928

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

 （注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額4,351千円は、セグメント間取引消去であります。

 （注）２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

調整額

(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

（注）２国内販売 製造 海外販売

売上高

一時点で移転される財 2,515,261 286,427 70,735 2,872,424 － 2,872,424

一定の期間にわたり移

転される財
－ － － － － －

顧客との契約から生じ

る収益
2,515,261 286,427 70,735 2,872,424 － 2,872,424

その他の収益 4,649 4 － 4,654 － 4,654

外部顧客への売上高 2,519,911 286,431 70,735 2,877,078 － 2,877,078

セグメント間の内部売

上高又は振替高
3,840 264,534 39,711 308,086 △308,086 －

計 2,523,751 550,966 110,447 3,185,164 △308,086 2,877,078

セグメント利益又は損

失（△）
139,193 22,939 △16,817 145,315 289 145,605

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2026年４月１日　至　2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

 （注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額289千円は、セグメント間取引消去であります。

 （注）２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

減価償却費 20,350千円 27,842千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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